
【特許請求の範囲】
【請求項１】ギター表面に固定される基板と、この基板
上において弦張方向へ移動出来ると共に弦張方向と直交
する方向へ並設された所要数の可動駒とを有し、上記可
動駒には、頂面に弦受部を形成すると共に上記基板に対
する弦の高さを調整するべく昇降部材を設け、上記昇降
部材には昇降手段によつて昇降せしめられると共に所望
高さ位置において停止せしめられる昇降台と、この昇降
台の上面に設けられた凹室と、この凹室内に上面が凹室
から若干突出する様に収容されると共に外部回路に接続
される圧電素子と、該圧電素子に押圧力を印加する様に
上記昇降台の上面に取付けられた蓋体とを設け、上記昇
降台には、頂面を上記蓋体の下面に当接する調整螺子を
適数設け、又上記蓋体には該蓋体を上記昇降台へ緊締す
る締付螺子を蓋体表面から螺合して適数設けると共に蓋

体表面には上記調整螺子を外部操作するべく調整用孔を
透設し、上記圧電素子には、少なくともその上下面の一
方に上下方向への押圧力により圧縮する受圧変形層を形
成し、上記蓋体を締付螺子によつて上記圧電素子へ押圧
すると共に、上記調整螺子の突出高さによつて上記蓋体
の押圧位置を規制する様に構成した事を特徴とする圧電
ピックアップ型ベースブリッジ装置。
【発明の詳細な説明】
＜産業上の利用分野＞
本発明は圧電素子を用いた圧電ピックアップを内蔵した
構成のベースブリッジ装置に関するものである。
＜従来の技術＞
此種圧電ピックアップ型ベースブリッジ装置はエレキギ
ターに用いられており、例えばドイツ特許公報第34  02
  463号において開示されている様に、圧電素子をベー
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スブリッジ装置の可能駒内に収容して、これをシリコー
ン樹脂等の絶縁性充填剤で固定すると共に、この圧電素
子には弦によつて圧電素子に押圧される押圧片を載重し
た構造で、弦の振動による押圧力の変化で圧電素子から
の出力信号を変化せしめ、この出力信号の変化を増巾回
路で増巾してスピーカーから音波を発生する様に構成し
てある。
この様な従来の圧電ピックアップ型ベースブリッジ装置
は、押圧片が直接圧電素子上に載乗されると共に、押圧
片を弦の張力のみで圧電素子へ押圧しているため、下記
の如き問題点があつた。まず第１に、この様な装置にお
いては圧電素子に印加される押圧力は弦の張力に依存す
る事になるが、ギターに展張される複数の弦は太さが異
なるから、これによつて張力が夫々異なり、従つて各弦
毎に対設された圧電素子はその印加される押圧力が異な
るから、その出力特性にバラツキが生じる事を避けられ
ず、その結果として音質にムラが生じると云う問題があ
る。
そして第２に、この装置では弦の振動が直接的に圧電素
子に印加されるから、圧電素子の出力特性が敏感になり
過ぎて、音楽演奏と関係のない弦の振動で雑音が生じる
事を避けられないと云う問題がある。
更に又第３に、上記圧電素子が充填剤により可動駒の内
室に固定され、この充填剤は弾性的に硬化する物質で作
られているため、充填剤の経時的変化による弾性劣下の
影響を受けて出力特性が変化すると云う問題もある。
このため上記圧電素子を充填剤で固定せず、可動駒を基
台と蓋体とに２分してこの両者間に圧電素子を挟持する
と共に、締付螺子によって蓋体と基台とを緊締する装置
が提案されるに至り、この様なブリッジ装置は、実願昭
62－5768号（実開昭63－115197号）によって開示されて
いる。
＜発明が解決しようとする課題＞
この様に可動駒を基台と蓋体とに分割して圧電素子を挟
圧する装置は、基台と蓋体とを締付螺子で緊締するだけ
であるから、圧電素子に印加する押圧力の大きさを調整
する事が出来ず、従って圧電素子の出力特性を任意に設
定出来ないと云う問題がある。
＜課題を解決するための手段＞
本発明装置においては、圧電素子144は可動駒13の昇降
部材14中に収容されている。
この昇降部材14は昇降台141と該昇降台141の上面に取付
けられた蓋体142とを有しており、昇降台141に圧電素子
144をその上面が微小突出する状態で収容する凹部141b
が凹設されると共に、その凹部141bの近辺には適数の固
定用螺子孔141dと調整用螺子孔141cとが設けてある。
上記蓋体142は、その下面を平滑面にして、これを上記
圧電素子144の上面に当接する様に上記昇降台141に載置
されると共に上記固定用螺子孔141dと連通する締付用孔
142dと、上記調整用螺子孔141cと連通する調整用孔142c

とを透設してある。
上記固定用螺子孔141dには蓋体142の上方から締付用孔1
42dを通して締付螺子145の下端が螺合されており、この
締付螺子145を下降させる事により蓋体142は締付螺子14
5の頭部145aで押圧されて圧電素子144に押圧力を印加し
つつ昇降台141へ緊締固定される。これに対し、上記調
整用螺子孔141cには頂部146aを蓋対142の下面に当接す
る調整螺子146が螺着されており、この調整螺子146は上
記調整用孔142cからねじ廻し具、例えば六角レンチ棒を
挿入して回転せしめられる。
上記圧電素子144はその上下面の少なくとも１方に圧縮
可能な受圧変形層144aを有しており、この受圧変形層14
4aは圧電素子144の外周に形成された銅箔面等の電極面
により形成する事が出来る。
＜作用＞
本発明装置はこの様なものであるから、昇降台141の凹
部141bに圧電素子144を収容した後に上記蓋体142を締付
螺子145を用いて降下させ、これによつて圧電素子144に
押圧力を印加しつつ蓋体142を昇降台141に固定する。
圧電素子144への押圧力は、圧電素子144からの出力を検
知しつつ増大させ、圧電素子144の出力が所定の値に達
した時に締付螺子145の回転を停止してその状態に固定
する。
次いで上記調整用孔142cからレンチ棒を挿入して調整螺
子146を上昇させ、この調整螺子146の頂部が蓋体142の
下面に圧接した時点で調整螺子146の上昇を停止させ
る。
この様にすると、蓋体142は締付螺子145による押下方向
への力と、調整螺子146による押上方向への力との均衡
した状態によって固定される。
即ち締付螺子145には蓋体142を介して調整螺子146の押
圧力が印加されるから、締付螺子145は蓋体側の締付孔1
42aの孔縁に頭部145dを係合した状態で強固に固定さ
れ、又上記調整螺子146はその頂部146aを第５図の如く
蓋体142の下面に圧接して締付螺子145の押下力を印加さ
れた状態で停止するから、螺子孔141c内に強力に押付け
られて固定される。
而してこの時においては、調整螺子146の螺条と螺子孔1
41cの螺糸条とは強く圧接している事になる。
＜実  施  例＞
第１図は本発明装置10を取付けたエレキギター20の斜視
図で、このエレキギター20には所要数の糸巻き具30とピ
ックアップ40とが取付けられており、糸巻き具30と本発
明装置10との間には所要数の弦50が展張されている。
本発明装置10は、第２図に示す如く、ギター20の表面に
固定される基板11と、この基板11の後側、即ち上記糸巻
き具より遠い側に設けられた上記弦50の端末を係止する
ための係止枠部12と、この係止枠部12の前方、即ち糸巻
き具30に近い側に設けられた所要数の可動駒13と、この
可動駒13に設けられた昇降部材14及び係止片15とを有し
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ている。
上記基板11には第３図以下に示す如く、弦展張方向に沿
つて延びる凹面111と凸面112とが交互に形成されてい
て、凸面112には螺子孔113が設けられていると共に基板
11をギター20に取付けるための取付孔114や、後述する
圧電素子からのリード線を挿出するため切欠孔115が形
成されている。
上記係止枠部12は弦展張方向と直交する様に延設される
と共に弦50の弦端を係止する係止手段、例えば係止孔12
1を設けてあり、この係止孔121に弦端を係止するため、
弦端には係着子51が設けてある。
更に上記係止枠部12には、上記基板11の各凹面111上に
延出する長螺子杆122が回転可能に取付けられていて、
この長螺子杆122の先端に可動駒13が螺着されている。
上記可動駒13は、上記長螺子杆122に螺着された基台131
と、この基台131の前部に設けられたガイド部132と、上
記基台131に上記長螺子杆122を螺合する様に弦展張方向
に透設された長螺子孔133と、上記凸面112の螺子孔113
と連通する様に基台131に垂直に透設された長孔134とを
有しており、上記基台131は上記基板11の凹面111と凸面
112とに載る様に作られると共に、凹面111によつて弦展
張方向へ案内される様に凹面111に当接する部分を突出
部135に作つてある。
上記ガイド部132は、上記凸面112を露呈する様に上記基
台131に垂直に形成された空間で構成され、この空間は
実施例では前面も開放した形状に作られている。
上記長孔134は止螺子136で螺子孔113と連結する様に作
られており、従つて可動駒13は長孔134の長さだけ移動
が出来る。
上記基台131には所望により摩擦抵抗の大きい材料、例
えば硬質合成樹脂製の摩擦板137が設けられており、こ
の摩擦板137は上記長螺子孔133の中間に位置する様に、
上記基台131に切込み形成されたスリット138に挿入され
ていて、これに上記長螺子杆122が密に螺合している。
上記昇降部材14は昇降台141と、この昇降台141の上面に
取付けられた蓋体142とで構成されると共に、上記基台1
31のガイド部132に嵌合されて、このガイド部132内を昇
降する様に構成されており、昇降手段としては上記昇降
台141に設けられた螺子143を用いている。この螺子143
は昇降台141に透設された垂直螺子孔141aに螺合されて
おり、先端が昇降台141の下面から突出して凸面112に当
接する様に設定されている。
従つて螺子143を回転させてその先端の突出長さを増減
する事により、昇降部材14をガイド部132内で昇降せし
めて昇降部材14の頂面即ち蓋体142の上面に形成された
弦受部142a、例えば弦受溝の上記基板11に対する高さを
調整、する事が出来る。
上記昇降台141の中央には圧電素子144を収容する凹室14
1bが凹設されており、又この凹室141bの両側には夫々調
整用螺子孔141cが穿設されると共に、固定用螺子孔141d

が設けられている。
上記調整用螺子孔141cは凹室141bの両側に対向して設け
られており、一方上記固定用螺子孔141dは昇降台141の
対角線上に対向配置されている。
上記蓋体142には上記調整用螺子孔141cと連通する調整
用孔142cと、上記固定用螺子孔141dと連通する締付用孔
142dが透設されており、上記締付用孔142dには締付螺子
145がその下端を上記固定用螺子孔141dに螺合して挿通
されており、又上記調整用螺子孔141cには調整螺子146
がその頂部146aを上記蓋体142の下面に接する用に螺着
されている。上記締付螺子145はその頭部145aを上記蓋
体142の上面に係合して押圧力を印加する様に設定され
ており、又上記調整螺子146はその頂部146aの中央に形
成された六角穴を上記調整用孔142cに露呈する様に設定
されている。
上記圧電素子144は、その上面が上記凹室141bから若干
突出する様に凹室内に収容されると共に少なくとも上下
いづれか一方の面側に圧縮可能な受圧変形層144aを形成
しており、上記蓋体142の押圧力の増大に伴なう厚さの
変化は、この受圧変形層144aの圧縮により吸収される。
この受圧変形層144aは、実施例では、圧電素子本体14
4′の外周に囲繞形成された第１の電極としての負電極1
44bの１部で構成されており、この負電極144bは銅箔を
材料として作られると共に、金属製昇降台141の凹室141
bに導電接触している。
上記圧電素子本体144′の下面には、第２の電極として
の正電極144cが設けてあり、この正電極144cはリード線
144dによつて外部回路に接続されている。
上記正電極144cと上記負電極144bとの間には絶縁層144e
が介装されており、この絶縁層144eは場合によつては圧
縮可能な硬質材料を用いて作つても良く、かくすればこ
の絶縁層144eを受圧変形層144aとして使用する事が出来
る。
上記圧電素子144に対する押圧力は、本発明装置の製造
工程中において調整されるもので、この調整は圧電素子
144の出力を測定しながら行われる。
こ調整作業においては、まず圧電素子144に蓋体142を載
置すると共に、この蓋体142を締付螺子145で押圧して、
この押圧力による圧電素子144からの出力電圧が所定の
大きさに達する迄蓋体142を圧下させる。
圧電素子144からの出力が所定値に達すると、この時点
で蓋体142の緊締を停止し、次いで蓋体142の調整用孔14
2cからレンチ棒を挿入して調整螺子146を上昇せしめ、
その頂面146aを蓋体142の下面に圧接させ、これによつ
て蓋体142を固定する。
即ち、この様にすると、蓋体142は締付螺子145で昇降台
141側へ押圧されながら、下方からは調整螺子146で押上
げられるから、調整螺子146で位置を決定されると共に
締付螺子145の押下力と調整螺子146の押上力は相互に作
用して、一方では締付螺子145をその頭部145a及び固定
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用螺子孔141dの螺糸条に押圧固定し、又他方では調整螺
子146をその螺子高141cの螺糸条に押圧固定する事にな
る。
而して上記蓋体142は、張弦後においても、調整螺子146
と締付螺子145とを蓋体142の表面側から回転させる事に
より位置調整する事が出来るから、これにより圧電素子
144の出力特性を張弦状態の侭調整する事が出来る。
上記係合片15は、上記昇降部材14をその高さ調整位置に
おいて係止固定するために設けられており、実施例で
は、上記ガイド部132の前方開口部に横方向から突出す
る様に基台131の前面に取付けられている。
上記係止片15には締付螺子15等の締付手段が設けてあ
り、この締付螺子151は係止片15を上記昇降部材14に着
脱せしめて、昇降部材14を所望時に不動に係止固定する
様に構成されている。
このために、上記係止片15には締付螺子孔152が又上記
基台131には上記締付螺子孔152に連通する透孔153が透
設されており、締付螺子151はこの螺子孔152と透孔153
内を貫通してその頭部を基台131側に突出している。従
つて締付螺子151を回転させれば、係止片15は基台131と
着脱し、基台131に圧着せしめられた時に、上記昇降部
材14をガイド部132内において固定する。
この係止片15の固定効果を良くするために、実施例では
係止片15と昇降台141との相互に接する面を傾斜面154,1
41eに夫々形成して、圧接効果を向上せしめている。
上記締付螺子151は、実施例とは反対に前方から基台131

に螺合しても良く、この場合には上記係止片15に設けた
締付螺子孔152が透孔となり、又上記基台131の透孔153
は締付螺子孔に形成される。
＜発明の効果＞
本発明装置はこの様に圧電素子144へ押圧力が蓋体142に
より所望の大きさに調整出来ると共に、この選定された
押圧力が蓋体142を押圧する締付螺子145と該蓋体142を
支承する調整螺子146とによつて変動しない様に固定さ
れるから、圧電素子144に印加される基準となる押圧力
を弦の張力と別途に設定出来る効果があると共に、各可
動駒の昇降部材14に設けられた圧電素子144の出力特性
を可動駒毎に独立して調整する事が出来る効果があり、
又蓋体142の位置を蓋体の表面からの操作で調節出来る
から、張弦状態の侭、即ち弦を外す事なく圧電素子144
の出力特性を調整出来る効果もある。
【図面の簡単な説明】
第１図は本発明装置を用いたエレキギターの正面図、第
２図は本発明装置の斜視図、第３図は同上装置の１部を
拡大した平面図、第４図は本発明装置の要部の分解斜視
図、第５図は本発明装置の圧電素子組込状態を示す縦断
面図である。
図中11は基板、13は可動駒、14は昇降部材、141は昇降
台、141bは凹室、142は蓋体、142aは弦受面、143は昇降
手段としての螺子、144は圧電素子、144aは受圧変形
層、145は締付螺子、146は調整螺子を示す。

【第２図】
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【第１図】 【第３図】

【第５図】
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【第４図】

(6)                         特公平７－４３５９５


